
１. 被災例 

 

越流による港内側の基礎マウンドや海底地盤の洗掘の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 越流対策例（変形しつつも倒壊しない粘り強い構造） 

 

腹付工の設置等の洗掘対策を施すことで、ある程度防止することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 今後の課題 

 

(1) 越流に対する防波堤背後の基礎マウンドや海底地盤の洗掘防止対策の具体化 

（防波堤の天端形状の工夫，被覆工の工夫，追随性と耐久性のある被覆工等） 

 

(2) 津波の波力に対して防波堤が粘り強さを発揮できる方法（構造）の具体化 

（腹付け対策，その他の構造的な対策等） 

 

(3) リサイクル材料の活用（腹付工，被覆工等） 

 

(4) 開口部，堤頭部，隅角部等に流れが及ぼす影響の評価 

―港内側マウンドと現地盤の洗掘対策に着目して抜粋― 

図-1 八戸港八太郎地区北防波堤（11 工区）における越流による被災状況 

図-2 越流対策の断面設定例 

表-1 越流対策の断面設定例 

（防波堤の耐津波設計ガイドライン（案） 国土交通省港湾局） 
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